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論文内容の要旨 

大動脈弁狭窄症患者において、血漿 B 型ナトリウム利尿ペプチド（BNP）濃度の上昇は予

後予測因子であり、リスクの層別化に役立つ指標である。一方、左室の拡張機能の障害は年

齢と共に進行するため、高齢の大動脈弁狭窄症患者の BNP 値に影響する可能性がある。そこ

で、大動脈弁狭窄症患者において BNP 値が年齢に影響されるかどうか、また高齢者と若年者

で BNP 値上昇の規定因子が異なるかどうかを検討した。 

心エコー図検査を施行した高度大動脈弁狭窄症（大動脈弁弁口面積＜1.0cm2）の患者 341

人において、BNP 値上昇の規定因子について多変量解析を行った。また、同 341 人を 75 歳以

上（高齢者 201 人）と 75 歳未満（若年者 140 人）の 2 群に分類し、両群における BNP 値上

昇の規定因子について多変量解析を行った。 

解析の結果、高度大動脈弁狭窄症患者全体において、年齢が BNP 値上昇の規定因子の一つ

であることが判明した（β=0.135, p=0.005）。両群間で大動脈弁弁口面積に差を認めなか

ったが、BNP 値（133.0 pg/dl vs. 92.8 pg/dl, p<0.01）と左室の拡張障害の指標の一つで

ある E/e’（20±8 vs. 16±6, p<0.01）は高齢者群で有意に高値であった。若年者群におい

て大動脈弁弁口面積係数、左室駆出率、左室心筋重量係数、E/e’、推定収縮期肺動脈圧お

よび心房細動がそれぞれ BNP 値上昇の独立した規定因子であった。一方、高齢者群において

は左室駆出率、左室心筋重量係数、E/e’、推定収縮期肺動脈圧、心房細動、年齢および血

中ヘモグロビン濃度がそれぞれ BNP 値上昇の独立した規定因子であったものの、大動脈弁弁

口面積係数は規定因子とはならなかった。 

したがって、高度大動脈弁狭窄症の高齢者と若年者では BNP 値上昇の規定因子が異なる可

能性があり、また、若年者に比較し高齢者において、BNP は大動脈弁狭窄症の重症度よりも

その他の因子に影響される可能性がある。 

 


